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IOWN構想におけるコグニティブ・
ファウンデーション®（以下、CF）は、
あらゆる ICTリソースを全体最適に
調和させて、必要な情報をネットワー
ク内に流通させる構想だ※１。しか
し、これまで CFを理解するための
情報は概念レベル程度のものしかな
く、理解が難しいと感じている読者
もいるのではないだろうか。

NTTグループ内において CFを具
体化するための取り組みを牽引して
いる NTT Comは、まず、CFを２
つのグループから捉えるとしてい
る。１つは“制御される側”。もう
１つは“制御する側”だ。制御され
る側というのは、クラウド・エッジ
からネットワーク・端末まで、さま

ざまな ICTリソースを指す。これら
はNTTグループが提供するものだ
けではなく、お客様が保有するもの
や他事業者が提供するものも含まれ
るのが CF構想だ。一方、“制御する
側”はマルチオーケストレータと呼
称され、迅速に ICTリソースの配備
と構成の最適化を実現する。マルチ
オーケストレータは「Orchestration」
「Management」「Intelligent」の 3
つの機能群に分かれるとされてお
り、これらの機能群が連携すること
で、ICTリソースの自律的な全体最
適を実現する。しかしながら、この
働きをするものは未だどこにも存在
せず、研究要素も多く存在する。
Orchestration機能群については、
現在NTT Comが先行して取り組み
を実施している状況にある（図１）。
神崎氏は、コグニティブ・ファウ

ンデーション®の解釈について次の
ように補足する。
「NTTグループ各社が保有してい
るネットワーク設備を使ったネット
ワークサービス、コンピューティン
グリソースを中心としたクラウド
サービス等が ICTリソースと呼ばれ
る“制御される側”にあたる。CFで
は“制御する側”であるマルチオー
ケストレータと APIで連携するとあ
るため、“制御される側”の ICTリソー
スはソフトウェアインタフェースを
持つことが前提となる。そのため、
各サービスはクラウドネイティブや
マイクロサービスの考え方を取り入
れ、Infrastructure as Code（IaC）
化を進める必要があると考えている。
NTT Comが内製開発し、グループ
展開している Qmonus（クモナス）
はグループ各社サービスの IaC化に

NTTコミュニケーションズ株式会社（以下、NTT Com）は、IOWNの構成要素の１つであるコグニティブ・ファウンデー
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図 1　コグニティブ・ファウンデーション®（第10回 IOWN実現連絡会より抜粋）
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貢献できるのでぜひ活用を検討して
ほしい。一方で、“制御する側”であ
るマルチオーケストレータの具現化
は、そもそもの概念を明確化するこ
とが必要であり、まだまだ研究要素
も多いと考えられるため、グループ
一体で取り組むテーマだ。」

現在NTT Comは CF実現に向け
て、①Qmonus（詳細後述）の開発、
② CFサービスの拡充、③ユースケー
スの実証、の３つに並行して取り組
んでいる。②については、ICTリソー
スが API等のソフトウェアベースで
制御可能となるよう、機能のモ
ジュール化など、Qmonusを活用し
たサービス開発の支援を行ってい
る。③については、ユースケースで
の実証に向けてNTT Com主導の検
討会を立ち上げ、CF構想を具現化
する実装アーキテクチャの策定、研
究所 IOWNアセットの CF対応化を
推進中だ。実装アーキテクチャでは、
CFとマルチオーケストレータの概
念を明確にするホワイトペーパーを
今年度中に製作・展開する予定にし
ており、NTTグループ全体の共通認
識を醸成したい考えだ。

NTT Comはマルチオーケスト
レータ /「Orchestration」機能群に
Qmonusを活用したいと考えている。
Qmonusは、NTT Comのイノベー
ションセンターがオープンソースや
内製開発技術を統合した機能群であ
る。提供機能は主に「Qmonus SDK」

設定がわずか 1日で開通可能とな
る。お客様への提供リードタイムを
大幅に短縮するだけでなく、自動化
により作業稼働の削減や人員ミスの
抑制といった効果が期待できる。
■NTTアクセスサービスシステム研
究所の研究開発技術/Cradio®に
おける協調技術領域（Cradio2.0）
Cradio®は、4G/LTE、5G、Local 
5GやWi-Fといった無線環境の最適
化技術で、無線ネットワークの品質
予測 /推定技術、設定 /制御技術、
無線センシング /可視化技術からな
るが、これら技術を協調連携するい
わゆるオーケストレーション機能と
してQmonusが活用されている。

NTT Comは、IOWN構想実現の
足掛かりとなるコグニティブ・ファ
ンデーション®を Qmonusを通して
具現化するため持株会社とも連携を
図 っ て い く。NTT グ ル ー プ の
Qmonus活用を促進するためグルー
プ 共 通 の 検 証 環 境「Qmonus　
Sandbox」についても提供していく。

と「 Q m o n u s 
Value Stream」が
あ り、Qmonus 
SDKは、クラウド
上でマイクロサー
ビスを高速開発
できるソフトウェ
アフレームワーク
を提供する。また、
Qmonus Value 
Streamは、ベストプラクティスを活
用したソフトウェアデリバリを実現
するCI/CDプラットフォームを提供
する。この２つを組み合わせること
により、利用者は、自身でアプリケー
ションを構築することなく本番環境
へのリリースまで一連のDevOpsが
可能となる。サービスを組み合わせ
たデリバリワークフローも管理可能
だ（図２）。開発者がユーザに価値を
素早く届けるためにクラウド上で
Qmonus SDKを使ったアプリケー
ションを開発し、シームレスかつ安
全に実装環境にデリバリすることが
可能となる。

現在、Qmonusは NTTグループ
の 30以上のサービスで活用されて
い い る。 以 下 に、NTT Com が
NTTグループに向けて活用支援を
行った例を挙げる。
■アクセスプレミアム「フレキシブ
ルモバイルアクセス（FMA）」
（NSG-FIC接続サービス）
Qmonusによりドコモの Flexible 

Mobile Accessと NTT Comの FIC
を一気通貫でサービスオーダ̶を受
け付ける。これにより、現状約 2
か月を要していたWEBポータルの

※1 NTT R&D Website > 特集 > IOWN > コグ
ニティブ・ファウンデーションとはなにか　
https://www.rd.ntt/iown/0004.html
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Qmonus SDK 
マイクロサービスを高速に開発、強力なトランザクション
管理機構を備えたワークフローやモデルドリブンエンジ
ンを搭載し、テスト駆動開発をサポート

Qmonus Value Stream
アプリケーションを提供するまでのバリューストリームを
最大化するDevOps開発をサポート

(※)アプリケーションの利用状況等の分析、測定は、サービスのGTM戦略等に照らして区々に行うものとして対応プロセスの対象外

(※)

＜アプリケーション開発における一般的なDevOpsプロセス＞

図 2　Qmonus サービス概要
CF実現への取り組み

コグニティブ・ファンデーショ
ン®の具現化を加速する
Qmonus 

Qmonus 活用事例
今後の展望


